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はじめに
　現在、科学技術の発展にともない、言語学においても音声学や文法論など様々な分野で科学技
術を利用した研究が行われている。最近では、その成果を e-learning をはじめとするコンピュー
タによる第二言語教育に取り入れ始めている。筆者は、発音教育においても、科学的研究とテク
ノロジーとの連携を図り、その成果を積極的に教育現場に取り入れるべきだと考える。
　現在、第二言語学習者に対する発音の評価は一般的に、人の手によって行われている。各外国
語科目担当の教員が、学生に発表をさせたり、学生の発音を録音したりして、独自の採点方法に
よって評価を行っているケースが多いだろう。大規模な言語テストにおいても、口頭テストを実
施している場合は、訓練された評価員によって評価を行っている。しかし、熟練した教員や訓練
された評価員による評価も、主観的な判断を避けることが困難なため、受験者によって、あるい
は評価者間で評価の結果にぶれが生じてしまうこともある。このような問題を解決するためには、
学習者の発音に対し、いつでもどこでも客観的かつ安定した評価を行うことが可能となる自動発
音評価システムの構築が重要となる。第二言語習得を目的とした自動発音評価システムの存在は、
学習者が適切な発音を身につけ、よりよいコミュニケーションを行うための、大きな助けとなる
だろう。
　筆者の研究は、上述のような考えに基づき、中国語発音教育における自動発音評価システムの
構築に向け、中国語学習者の発音とその評価の関係についてアプローチするものである。本稿で
は、学習者の「流暢さ」の評価について取り上げ、その実験および結果分析について述べる。
１．動機と問題点
1-1　コンピュータによる発音テスト
　現在、言語テストにおいても、科学の発展とその応用によって新たな道が開かれている。特に
筆記テストにおいては、実際にコンピュータによる言語テストのシステムの導入が進み、これま
での言語テストにおける信頼性や妥当性などに関わる問題を解決し始めている。
　口頭試験においても、近年の音声認識や音声合成の技術の発展にともない、外国語の発音評価
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を行うシステムの開発も進められている。
　英語を対象としたものには、「ATR CALL Pronunciation LABO」や「Versant」などがあげ
られる。
　「ATR CALL Pronunciation LABO」は、国際電気通信基礎技術研究所（ATR: Advanced 
Telecommunication Research Laboratories）で研究開発された発音トレーニングソフトウェア
である。パワーや基本周波数、スペクトログラム、フォルマント、リズムやイントネーションな
ど、様々な音響特徴量の表示を見ながら、発音練習を行うことができ、発音の得点化も行うこと
ができる。現在は学校や企業などの機関向けに販売が行われている。
　「Versant」は、Pearson 社の開発した英語スピーキングテストである。英語ネイティブスピー
カーと非ネイティブスピーカーの発声を分析することに特化した音声認識技術を用いて、言語認
識に加え適切な文節、音節、語句の評価を行う。テストは、電話や PCを用いて、誰でも受験す
ることができ、テスト結果もテスト終了の数分後には確認することができる。
　また、中国語を対象としたものとしては、科大訊飛股份有限公司（１）（以下、科大訊飛）で開発
された自動発音評価システムがある。このシステムは、現在、中国で中国語母語話者を対象に標
準語の発音能力を測定する「中国普通话水平测试」という口頭テストにおいて全国的に導入され
ている。「中国普通话水平测试」では、（1）単音節語の発音、（2）二音節語の発音、（3）400字の文
章の朗読、（4）自由発話の４つの項目により、標準語の発音レベルを一級甲等から三級乙等まで
の６段階に分ける。現在、この口頭テストの（1）～（3）の項目において、人の手ではなく、コン
ピュータによる発音評価が行われている。科大訊飛の自動発音評価システムは、声母・韻母・声
調それぞれの正誤や流暢さなどを測定することができる。このシステムの導入によって、多くの
受験者に対して、一定の規準による客観的な発音の評価を行うことが可能となっている。
1-2　中国語発音教育における自動発音評価システム導入の試み
　上述のようなコンピュータによる自動発音評価システムを、中国語の発音教育にも応用するこ
とができれば、いつでもどこでも受験でき、均質で客観的な結果が得られる口頭テストを実現で
きる。また、テストだけでなく、学習者の自律学習の支援としても使用することが可能となる。
そこで筆者は、中国語発音教育にもこの自動発音評価システムを取り入れるべく、「中国普通话
水平测试」の自動発音評価システムを提供している科大訊飛の研究院において、筆者が採取した
学習者の朗読音声（２）を、自動発音評価システムを使用して評価してもらうよう依頼した。しかし、
評価結果を取り出すことはできなかった。原因は、学習者の発音の「流暢さ」が低すぎるためだ
という回答を得た。このシステムは、中国人母語話者のデータを収集してモデル作りが行われ、
中国人向けに構築されたシステムであるため、このままでは中国語学習者の発音評価には適して
いないということが判明した。学習者が利用できるようにするためには、改良が必要となる。
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1-3　言語能力における「流暢さ」
　上述のとおり、現在中国で行われている「中国普通话水平测试」に採用されている中国語自動
発音評価システムにおいては、流暢さが低すぎるという問題のために、学習者の発音を測定する
ことができなかった。
　流暢さとは、そもそも言語能力において、どんな要素であるといえるのだろうか。外国語学習
者にとっては、発音の問題によって、自分の意図していることを意図しているとおりに伝えるこ
とが困難である。このため、発音の習得においては、意味を伝えるということが１つの重要な課
題となる。では、発音の流暢さは、意味を伝えるための要素として役割を果たすのだろうか。
　「流暢さ」は、現在行われている多くの大規模な言語テストの評価規準や認定基準に記載され
ている言語能力の１つでもある（例えば、英語能力試験である「ACTFL」「IELTS」、上述の中
国語能力試験である「HSK」「HSK口語テスト」「C.TEST会話試験」、中国語普通話能力試験「普
通话水平测试」などがあげられる（３））。
　現在、外国語の発音教育においても、分節音に分類される音素との対立として、超分節音に分
類される韻律やアクセント、ポーズ、リズムといった要素の重要性が主張され、聞き手による発
音の評価には音素よりも韻律の方が影響を与えるといった研究もある（佐藤 1995）。外国語教育
の現場においても、発音は初修段階で音素の正確さを追求するべきか、それとも文全体の流暢さ
を追求するべきか、意見が分かれている。例えば、土居（2011）は日本語教育の現場において、
日本語学習者に対し初期の段階でシャドーイングを取り入れ、その期待する効果の１つとして流
暢に発話できるようにすることをあげている。
　このように、流暢さは習得するべき言語能力の構成要素の１つとして広く認められている。し
かし、流暢さを習得することと、相手に意味を伝えることの関係性については、検討する必要が
あるだろう。本稿では、これらの言語テストの現状と先行研究の流れを受けて、学習者の発音に
ついて、学習者の朗読データを通じ、流暢さと聞き手に与える影響について考察する。
２．実　験
2-1　実験課題
A．流暢さの異なる二組の学習者グループに対する、聞き手の意味理解に差はあるか。
B．流暢さの異なる二組の学習者グループに対する、聞き手が受ける「上手さ」の評価に差はあ
るか。
　もし、流暢さが聞き手に意味を伝えるための「伝わる」言語能力の要素の１つであるのならば、
流暢に発音できる学習者の方が、あまり流暢に発音できない学習者よりも、聞き手に伝えたいこ
とを理解してもらいやすいということになる。本実験では、「伝わる」言語能力としての流暢さ
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の役割を検証したい。流暢さは、聞き手の意味理解に影響を与えるのか、聴取実験を行い、音素
の正確さと合わせて考察を行う。また、流暢さと意味理解の関係に加え、流暢さと「上手さ」と
いう全体的な印象との関係も検証することで、流暢さのもつ言語能力としての意味についても考
察を行う。
2-2　対象データ
・対象者：東京、大連、北京、上海で中国語を学ぶ日本語母語話者68名（男女各34名）
・学習者の年齢：10代後半～40代
・学習歴：最短６ヶ月～最長13年
・対象データ：学習者の朗読した短文40文
・朗読された内容： 中国語教育学会学力規準プロジェクト委員会によって定められている「中国
語初級段階学習指導ガイドライン（2007）」および《HSK汉语水平考试大纲》
の甲単語に記載されている語彙を用いた。また、全ての声母・韻母・声調お
よび声調変化（三声、一、不、）、儿化が含まれるよう構成した。短文40文は、
それぞれ意味的に独立している。
         学習者には、漢字およびピンインを提示した。
・朗読された短文の長さ：最短８音節、最長21音節
2-3　実験手順
手順１　流暢さおよび音素の正確さの評価
・評価者：科大訊飛の社員である中国語ネイティブ３名。
      ３名は、同企業において自動発音評価システム構築に関わるデータ収集および精度調
査のため、中国人や外国人の普通話の発音に対して評価付けの業務を行っている。普
通話評価のために訓練され、３年以上の経験がある評価者である。このうちの１名は
「国家级普通话评测员」という普通話評価の国家資格を持つ。
・評価方法： 68名分の短文40文の朗読データに対し、下記の項目について５段階で評価を行った
（５段階評価：最高５、最低１）。
・評価項目：（1）声母・韻母の正確さ
      （2）語調の正確さ
      （3）流暢さ
・評価基準：声母・韻母の正確さ：声母と韻母の正誤の割合
      語調の正確さ：主に声調の正誤の割合（４）
      流暢さ（５）：ポーズのとり方や読み返しの有無、朗読のスピード
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手順２　流暢さの異なる二組の実験グループ作成
　手順１で各朗読データに付与された評価をもとに、朗読データを20文に絞り、流暢さの異なる
二組のグループを作成した。
「流暢低」グループ：流暢さが２と評価された朗読データ20文
「流暢高」グループ：流暢さが４と評価された朗読データ20文
＊ 流暢さ以外の条件に差が出ないよう、声母・韻母の正確さおよび語調の正確さの評価も参考に
データの選択を行った（６）。
【朗読データ20文】
１．最近农村的苹果卖得也不太便宜。
２．昨天我觉得不舒服就吃药了。
３．这星期天你有空儿吗？
４．王老师，麻烦您了，真不好意思。
５．听说，你这个暑假去中国旅行，是吗？
６．请问，这儿可以抽烟吗？
７．房间里有一张桌子和两把椅子。
８．我还有几封英文信想请你翻译一下。
９．我的美国朋友从来没用过筷子。
10．星期六下午三点我骑车去接你。
11．你为什么不参加运动会？
12．图书馆离邮局远不远？
13．我有一件事儿想跟你谈谈。
14．你打算怎么去上海？　坐船去还是坐飞机去？
15．我不知道怎么感谢你才好。
16．他们才认识几个月就结婚了。
17．姐姐后天早上五点起床去滑雪。
18．我妹妹的生日是一九八四年二月十七号。
19．游泳比赛马上开始，我非常紧张。
20．今天咱们亚洲人一起好好聊天儿吧。
手順３　書き取りと「上手さ」の評価
　手順２で作成した「流暢低」グループと「流暢高」グループの朗読データに対し、聴取実験を
行った。
206
評価者：中国語を母語とする一般の中国人11名
    ＊ 実環境に近い基準で実験を行うため、普段日本人とほとんど交流がなく、日本語を母
語とする中国語学習者の発音に慣れていない中国語母語話者を対象とした。
評価方法： 評価者には、ヘッドホンを装着してもらい、筆者が PCから流す学習者の朗読音声を
１文聞くごとに以下の作業を行ってもらった。
     また評価者は、１人につき20文の評価を行った（７）。
評価項目：（1）書き取り
      ＊ １度で聞き取れなかった場合は３回まで聞き返しを許可した。３回聞いても聞き
取れない場合は、該当する音節部分のみ空欄とした。
     （2）「上手さ」を５段階で評価（最高５、最低１）。
      ＊指示文（表示）：说得好不好
2-4　実験結果
　実験より、流暢さの異なる二組の短文全40文について（1）書き取りの正解率および二組のグ
ループの全体の平均値、（2）「上手さ」の評価の平均値および二組のグループの全体の「上手さ」
の評価の平均値を算出した。
 ＊書き取りの正解率：１文ずつ、正解音節数／全体の音節数とした。
 （例） 全10音節の短文において、正しく書き取られていた発音が８音節あり、正しく書き取ら
れていない発音が２音節あった場合、8/10となり、正解率は80％となる。
（1） 書き取りについて、各短文の結果では、「流暢低」グループの方が正解率が高いものが14文、
「流暢高」グループの方が正解率が高いものが６文みられた。しかし、グループ全体の意味
理解（正解率）の平均値（図１）では、ほとんど差が見られず、統計的にも有意な差は認め
られなかった。また、いずれのグループも85％を超える正解率となった。
  ・「流暢低」グループ　88.3％
  ・「流暢高」グループ　85.1％（p = 0.407）
（2） 「上手さ」の評価について、「流暢低」グループの方が評価が高いものが５文、「流暢高」グルー
プの方が評価が高いものが15文みられた。
   　また、グループ全体の上手さ（５段階評価）の平均値（図２）では、「流暢低」グループ
よりも、「流暢高」グループの方が評価の値が高く、統計的にも有意な差があった。
  ・「流暢低」グループ　3.44
  ・「流暢高」グループ　3.87（p = 0.062）
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表１　短文ごとの書き取りおよび上手さの結果
書き取り
正解率（％）
上手さ（５段階）
＊最高５、最低１
流暢低 流暢高 流暢低 流暢高
１．最近农村的苹果卖得也不太便宜。 94.3％ 67.9％ 3.60 2.50
２．昨天我觉得不舒服就吃药了。 86.1％ 68.3％ 2.83 2.33
３．这星期天你有空儿吗？ 64.4％ 88.9％ 2.80 4.67
４．王老师，麻烦您了，真不好意思。 66.7％ 86.7％ 2.17 4.60
５．听说，你这个暑假去中国旅行，是吗？ 85.7％ 95.2％ 3.40 4.33
６．请问，这儿可以抽烟吗？ 90.7％ 91.1％ 3.33 4.20
７．房间里有一张桌子和两把椅子。 100.0％ 88.5％ 3.60 4.50
８．我还有几封英文信想请你翻译一下。 78.9％ 73.3％ 3.67 2.40
９．我的美国朋友从来没用过筷子。 100.0％ 95.4％ 4.00 4.40
10．星期六下午三点我骑车去接你。 97.4％ 70.8％ 4.00 3.40
11．你为什么不参加运动会？ 96.0％ 95.0％ 3.60 4.17
12．图书馆离邮局远不远？ 68.5％ 66.7％ 3.33 3.25
13．我有一件事儿想跟你谈谈。 90.9％ 86.4％ 3.80 3.83
14．你打算怎么去上海？　坐船去还是坐飞机去？ 93.1％ 95.3％ 3.83 4.20
15．我不知道怎么感谢你才好。 98.2％ 100.0％ 3.80 4.17
16．他们才认识几个月就结婚了。 98.6％ 98.3％ 4.00 4.60
17．姐姐后天早上五点起床去滑雪。 78.5％ 71.8％ 1.80 3.67
18．我妹妹的生日是一九八四年二月十七号。 98.0％ 95.3％ 4.00 4.80
19．游泳比赛马上开始，我非常紧张。 100.0％ 97.4％ 4.20 4.17
20．今天咱们亚洲人一起好好聊天儿吧。 80.0％ 70.7％ 3.00 3.20
※書き取り正解率および上手さの評価において、二組のうち数値の高い方を で示した。
図１　意味理解（正解率）の平均値
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図２　上手さ（５段階評価）の平均値
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2-5　考察
　実験結果より、「流暢低」グループと「流暢高」グループ全体においては正解率に有意な差が
みられなかったことから、流暢さが高くても、聞き手の意味理解にはさほど影響がないことが分
かった。言い換えれば、流暢さが低くても、聞き手は88％という高い確率で書き取りができたと
いうことになる。
　一方、上手さの評価においては、「流暢高」グループの評価の平均値の方が有意に高かった。
各短文をみると、書き取りの正解率が「流暢高」グループより「流暢低」グループの方が高いに
も関わらず、上手さの評価が「流暢高」グループの方が高い文が８文（表１：7, 9, 11, 13, 16, 17, 
18, 20）あった。しかし反対に、書き取りの正解率が「流暢高」グループの方が高く、上手さの
評価が「流暢低」グループの方が高い文は、１文もみられなかった。このことから、流暢である
こと、つまり本稿においては、「ポーズが適切にとれ、読み返しがなく、朗読のスピードが適切
であること」が、聞き手に「上手である」という印象を与えることが分かった。
まとめ
　本稿においては、中国語発音教育における自動発音評価システムの構築に向けて、中国語学習
者の発音の流暢さとその評価の関係について実験および考察を行った。
　実験では、聞き手の意味理解において流暢さが与える影響について検証し、「流暢さは、聞き
手の意味理解にはあまり影響しないが、上手であるという全体的な印象に影響している」という
結果となった。
　現在中国において中国語母語話者向けに中国語の標準語の発音能力を測るために使用されてい
る科大訊飛の開発した自動発音評価システムでは、学習者の発音のように言いよどみが多かった
り、話速が遅かったりする場合には、評価を行うことができなかった。しかし、学習者に対して、
特に初級の段階で母語話者と同じ基準で流暢さを求めることは難しい。また、本実験結果からも、
意味が伝わる発音を身につけるためには、流暢さを必ずしも重要としないということが分かった。
このため、中国語母語話者向けのシステムをそのまま中国語学習者に対して使用することはでき
ず、学習者の学習段階に考慮した、学習者に適した新たな基準を設ける必要がある。
　このシステム構築の実現に向け、今後も引き続き聞き手の意味理解や上手さなど、学習者の発
音評価に影響を与える要素について、さらに細かく分析を行いたい。また、本稿で行った、人に
よる主観的評価に基づく実験だけではなく、意味理解の正解率や上手さの評価の高かった朗読
データの音響的な特徴を捉え共通点を観察するなど、客観的なデータに基づいて言語能力の構成
要素を取り出す必要があるだろう。
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注
（１）　科大訊飛股份有限公司の音声合成技術は、2006年から2011年までの６回に渡り、英語音声合成国際大会
（Blizzard Challenge）において第１位を獲得している。また、国際音声認識評価大会（NIST 2008）において、
総合第１位を獲得した。
（２）　本稿実験において使用した短文40文。
（３）　表記は、ACTFL・IELTS「fluent」HSK「流利」、普通话水平测试「流畅」。
（４）　その他「有唱读现象」、「改变句末语气」も減点の対象とされる。
（５）　科大訊飛が普通话水平测试の自動発音評価システム構築に関わるデータ収集及び精度調査のために使用し
ている流暢さの指標は、ポーズや読み返しの数、朗読のスピードであった。本稿では、科大訊飛の評価規準
にしたがい、流暢さを「ポーズが適切にとれ、読み返しがなく、朗読のスピードが適切であること」と定義
して、実験を行った。
（６）　声母・韻母の正確さ p > .05、声調の正確さ p > .05
（７）　重複しない20種類の短文。「流暢低」グループ10文、「流暢高」グループ10文。
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